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研究成果の概要（和文）：東南極を中心に現場観測や衛星データ解析、アイスコアの分析を行い、現在から氷期
－間氷期スケールまでの南極氷床変動や、南極と全球気候の関係等を解明した。棚氷の熱水掘削による観測や、
広域の表面質量収支、基盤・表面地形等の観測が成功し、ドームふじアイスコアによる年代制約と古環境復元な
どの成果を得た。氷床末端でのダイナミクスや、氷床質量と気候変動の関連の理解が進んだ上、他班との連携に
よる南極氷床の実態と変動の解明や気候モデル検証への寄与なども着実に進捗した。

研究成果の概要（英文）：Field observations, satellite data analysis, and ice core analyses have been
 conducted, primarily focusing on East Antarctica. Through these efforts, the dynamics of the 
Antarctic ice sheet and its relationship with global climate have been elucidated, spanning from the
 present to glacial-interglacial scales. Successful data acquisitions have been made through 
hot-water drilling in ice shelves, and the observations of surface mass balance, bedrock topography 
and surface topography. The achievements also include age constraints and paleoenvironmental 
reconstructions using the Dome Fuji ice core. Advances have been made in understanding of dynamics 
at the marine-terminating ice sheet and the relationship between ice sheet mass and climate change. 
Furthermore, collaboration with other research groups has contributed to the understanding of the 
status and changes of the Antarctic ice sheet as well as validating numerical models.

研究分野：古気候学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　棚氷の熱水掘削による観測や、広域の表面質量収支、基盤・表面地形等の観測が成功し、過去の復元では、ド
ームふじアイスコアによる年代制約と古環境復元や、地形地質調査・試料解析による過去数万年間の氷床変動の
規模とタイミングの制約など、学術的意義の大きい成果を得た。氷床質量と気候変動の関連の理解が進んだ上、
他班との連携による南極氷床の実態と変動の解明や気候モデル検証への寄与なども進捗した。棚氷融解過程や過
去の気候変動の理解は、今後の予測精度を高め、南極環境に対する気候影響の緩和や対応などの検討や、人々の
意識の変化につながり得るものである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
南極氷床は、海水準で約 60 m に相当する最大の淡水リザーバであり、その気候変化に対する応

答の量と速度は、科学的・社会的に重大な関心事となっている（IPCC 評価報告書）。南極氷床

と気候の変動には様々な時間スケールでの相互作用が関わる。南極氷床の質量損失には、氷河末

端の崩落や氷山分離、氷床から海に張り出した氷（棚氷）の下に流れ込む暖水による底面融解、

それらによる氷流加速が重要である。そのため、棚氷底面融解の定量化や暖水貫入プロセスの解

明が急務だが、氷の下の観測は困難であり研究が進んでいない。棚氷に穴を開けて氷上から海中

を観測した実績があるが、この手法のみでは調査範囲が限定される。そのため、多点の掘削に加

えて水中探査機によって海氷下の海洋を広範囲に観測する必要がある。温暖化には降雪を増加

させる効果もあり、東南極の一部で氷床質量が増加傾向にあるのはそのためであると推察され

る。しかし、広大な面積を持つ東南極における表面質量収支の推定誤差は大きく、南極氷床全体

としての質量の増減については近年激しい論争が起こっている。そのため、温暖化による氷床変

動のタイミングと速度を予測する上で、表面質量収支の時空間変動の理解が不可欠である。過去

を振り返ると、約 12.5 万年前の最終間氷期には、南極氷床が縮小して海面を数 m 上昇させたと

考えられているが、その原因の解明や氷床モデルによる再現は成功しておらず、将来予測にとっ

て重大な懸念となっている。また、南大洋は、全球エネルギー収支を左右する莫大な熱のリザー

バであり、CO2 の最大のリザーバでもある。南極氷床コアから、氷期-間氷期サイクルにおける

海水準と南極気温、CO2 濃度変動の同期性が示されているが、メカニズムは数十年来の謎であ

る。その解明には、過去の南極環境を高い時間分解能で復元し、正確な年代を与えた上で解析す

る必要がある。 
 
２．研究の目的 
 下記の点に的を絞り、南極氷床と気候の変動及び相互作用に関して研究する（下図を参照）。 
（１）長期気候と氷床の相互作用。第２期ドームふじ氷床コアの気体や水同位体、不純物等を分

析し、最終間氷期から現在に至る大気組成と気候変動を復元する。また、特に現在より暖かい「ス

ーパー間氷期」に着目し、ドームふじコア分析から古気候変動を復元する。これらを地球システ

ムモデルに提供し、気候・氷床の変動と相互作用を解明する。また、氷床コア分析から過去 1000
年以上の涵養量等の環境データを取得し、気候強制力との関連を明らかにする。 
（２）氷床末端と海洋の相互作用。氷床縁辺部の総合観測と衛星・既存データの解析により、氷

床表面の質量収支と流動、棚氷・海洋相互作用の理解を進める。氷床と棚氷上での雪氷観測や、

掘削孔からの棚氷下観測などから、棚氷の底面融解や海水の物理化学特性、海洋循環等を把握し、

測器の長期稼働により棚氷下環境の季節変化や年々変動を把握する。 

 
３．研究の方法 
平成 29 年度：分析手法や測器の開発と改良を実施するとともに、気候シグナルや気体の氷床へ

の記録過程の理解を進めるほか、ドームふじコアの解析を開始する。また、ラングホブデ氷河と

棚氷の観測を実施する。 
平成 30 年度以降：長期気候データの確立のため、ドームふじ氷床コアを分析し、特に最終間氷

期以降や約 40 万年前の「スーパー間氷期」など研究の狙いを定めてデータを取得する。100 万

本研究の対象領域と主な環境要素。枠内

に主な観測・実施項目を示す。 
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年スケールにおいては、海底コアのデータから CO2 濃度を復元する。気候モデルの計算結果や

多地域の古環境データと比較することを通じて、気候・氷床の変動と相互作用の理解やモデルの

検証を進める。南極内陸のレーダー探査や雪尺観測等の雪氷調査から現在の氷床における涵養

や流動に関する知見を得る。また、昭和基地近傍での氷河氷床と海洋の観測により、表面質量収

支や氷床流動、棚氷底面融解、海水の物理化学特性、海洋循環の把握、生物・地質の海底調査、

海底堆積物採取等を実施する。測器を長期稼働して氷床表面と棚氷下環境の季節変化や年々変

動も把握する。さらに衛星データなどから氷床表面標高や氷河流動速度、棚氷末端位置、海氷密

接度等を過去数十年にわたって明らかにする。 
 
４．研究成果 
(1) アイスコアによる古気候研究（A04 モデル班、B03 公募連携） 

 ドームふじアイスコアの酸素・水素同位体比の解析による 72 万年間にわたる南極の気温と南

大洋中緯度の海面水温の復元や、両極間の大気と海洋を通じた気候リンクの解明、希ガス濃度

による最終退氷期の全球平均海水温復元と南極の気温変動との調和性の解明、エアロゾルとダ

ストの供給源や大気輸送の解明、最終氷期最寒期の地表気温と氷床高度の推定値の刷新と気候

モデルの妥当性の証明など、多様な成果を得た。 

 

 

72 万年間の南極の気温と南⼤洋の温度 (Uemura et al., 2018) 

南極の 2 地点のアイスコアから得られたダスト⾶来量と、シミュレーション結果との⽐較(Oyabu et al., 2020) 



 

(2) アイスコア年代構築と海底コアとの年代統合（A01-2 古海洋班、B03 公募連携） 

 酸素／窒素比とメタン濃度などの気体成分分析から、スーパー間氷期を含む 17 万年前間の年

代精度を大幅に向上させた。また、メタン濃度とダストの連続データ取得（この時代の深層コア

として世界初）や、古海洋班との連携によるダストデータを用いた年代統合など、年代構築と対

比に関する成果が得られた。 
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硫⻩同位体⽐の解析による氷期の硫酸エアロゾル起源の解明（南⽶アタカマ砂漠の寄与）
（Uemrua et al., 2021） 



(3) 広域の表面質量収支と氷床基盤地形（B01 公募、A04 モデル班、A02-2 固体地球班連携） 

 東南極氷床の表面質量収支と表面形状、基盤地形の広域調査を実施し、過去に取得されたデー

タと合わせて解析した。今後長期にわたる氷床動態把握に必須であり、質量変動メカニズムに関

する分野間連携研究に資する世界最長データとして整備した。その結果、東南極で質量が増加し

ている地域においては、1990 年以降の表面質量収支が沿岸から内陸までの広域で、有意に増加

傾向にあることを明らかにした。 

 

(4) ラングホブデ氷河の熱水掘削による氷床−海洋相互作用の観測研究（A01-1 底層水班、A02-
2 固体地球班、A01-3 生態系班連携） 

 熱水掘削孔から棚氷内部や底面、氷下の海洋を観測し、海洋の暖水が棚氷の下に浸入して氷を

大量に融解し、融解水と混合しながら表面に浮き上がって出ていく様相や、氷河流出速度との関

係などを解明した。 
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ラングホブデ氷河下の暖⽔移流と融解過程 (Minowa et al., 2021) 
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High-resolution  129 I bomb peak profile in an ice core from SE-Dome site, Greenland

Journal of Environmental Radioactivity 14～21

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無
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Liefferinge, K. Matsuoka, H. Motoyama, F. Nakazawa, T. Obase, H. Ohno, I. Oyabu, J. Paden, F. Rodriguez-Morales, F. SAITO,
R.A. Taylor, S. Tsutaki, Third Dome Fuji Project Committee

Kenji Kawamura, Ikumi Oyabu, Shuji Aoki, Takakiyo Nakazawa, Ayako Abe-Ouchi, Fuyuki SAITO

Ryo Inoue, Shuji Fujita, Kenji Kawamura, Fumio Nakazawa, Ikumi Oyabu

Hiroki Matsui, Minoru Ikehara, Yusuke Suganuma, Osamu Seki, Jun'ichi Okuno, Ikumi Oyabu, Kenji Kawamura

JpGU-AGU Joint Meeting 2020（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Collaborative studies for locating the oldest ice near Dome Fuji, Antarctica

Accurate chronology and climatic reconstruction around MIS 11 from the Dome Fuji ice core

Layering, densification and bubble close-off of firn at a new site near Dome Fuji, East Antarctica

Cross-check of dust-magnetic correlation and oxygen isotope stratigraphy in the Southern Ocean



2020年

2020年

2020年

2020年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

11th Symposium on Polar Science（国際学会）

11th Symposium on Polar Science（国際学会）

11th Symposium on Polar Science（国際学会）

 ３．学会等名

Ryo Inoue, Shuji Fujita, Kenji Kawamura, Fumio Nakazawa, Ikumi Oyabu

Ikumi Oyabu, Kenji Kawamura, Kyotaro Kitamura, Shuji Fujita, Tsutomu Uchida, Jeffrey P. Severinghaus, Jacob Morgan, Motohiro
Hirabayashi

 ２．発表標題

 ２．発表標題

S. Sugiyama

Ayaka Yonekura, Kenji Kawamura, Ikumi Oyabu, Kyotaro Kitamura, Jun Ogata, Motohiro Hirabayashi, Kaori Fukuda, Kumiko Goto-
Azuma, Hieaki Motoyama

International Glaciological Society Global Seminar Series（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

Impact of density and microstructure on bubble close-off in layered firn at a new site near Dome Fuji, East Antarctica

Fractionation of O2/N2 and Ar/N2 in polar ice cores during bubble formation, bubble-clathrate transition, and gas loss
during storage from precise gas measurements of the Dome Fuji ice core, Antarctica

Freshwater calving glaciers in Patagonia

Continuous methane measurement by a Continuous Flow Analysis system

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題
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 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
AGU Fall Meeting（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

11th Symposium on Polar Science（国際学会）

Fujita S., Tsutaki S., K. Kawamura, A. Abe-Ouchi, K. Fukui

Tsutaki S., Fujita S., K. Kawamura, A. Abe-Ouchi, K. Fukui

S. Sugiyama, Takakura, H., Konno, A.

Giyoon Lee, Jinho Ahn1, Hyuntae Joo, Florian Ritterbusch, Ikumi Oyabu, Songyi Kim, Kenji Kawamura, Zheng-Tian Lu, Sangyoung
Han, Sambit Ghosh, Youngchul Han, Sangbeom Hong, Chang Hee Han, Soon Do Hur

11th Symposium on Polar Science（国際学会）

11th Symposium on Polar Science（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

On the choice of antennas for observation of bedrock topography below the ice sheet

Basal topography in the Dome Fuji region derived from the ground-based radar survey

Impact of Arctic Environmental Change on Society

Searching for very old ice with continuous stratigraphy at Larsen Blue Ice Area, East Antarctica

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題
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 ２．発表標題
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 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

雪氷研究大会

雪氷研究大会

雪氷研究大会

津滝俊, 藤田秀二, 川村賢二, 阿部彩子, 福井幸太郎

藤田秀二, 津滝俊, 川村賢二, 阿部彩子, 福井幸太郎

東久美子，尾形純，福田かおり，平林幹啓，北村享太郎，中澤文男，小室悠紀，塚川佳美，藤田秀二，米倉綾香，川村賢二

井上崚，藤田秀二，川村賢二，中澤文男，大藪幾美

雪氷研究大会

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

地上氷床レーダ探査による南極ドームふじ周辺の基盤地形

氷床下の基盤地形探査におけるアンテナの選択の影響

アイスコア連続融解分析システムを用いたドームふじ深層氷床コアの高時間分解能固体微粒子分析

南極ドームふじ近傍におけるフィルンの微細構造と気泡形成との関係
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2020年

2020年

2020年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第81回応用物理学会秋季学術講演会

日本物理学会第75回年次大会

応用物理学会春季学術講演会

 ３．学会等名

三宅芙沙, 堀内一穂, 櫻井敬久, 望月優子, 中井陽一, 高橋和也, 本山秀明, 松崎浩之

菅澤佳世, 三宅芙沙, 多田悠馬, 堀内一穂, 大谷昴, 笹公和, 高橋努, 松村万寿美, 落合悠太, 望月優子, 高橋和也, 中井陽一, 本山秀
明, 松崎浩之

 ２．発表標題

 ２．発表標題

米倉綾香，川村賢二，大藪幾美，北村享太郎，尾形純，平林幹啓，福田かおり，東久美子，本山秀明

菅澤佳世,三宅芙沙,多田悠馬,堀内一穂,大谷昴,笹公和,高橋努,松村万寿美,落合悠太,高野健太,望月優子,高橋和也,中井陽一,本山秀明,松
崎浩之

雪氷研究大会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

宇宙線生成核種を用いた紀元前 660 年頃の宇宙線イベントの調査

BC5480 年宇宙線イベントにおける10Be と36Clの変動：ドームふじアイスコアからの証拠

連続融解分析法によるドームふじアイスコア中のメタン濃度の測定 －最終氷期最寒期から完新世－

約100年分のドームふじアイスコア中10Beと36Clの高分解能測定によるBC5480年宇宙線イベントの調査

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題
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The 10th Symposium on Polar Science（国際学会）

 ３．学会等名
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AGU Fall Meeting（国際学会）

Kawamura K., Oyabu I., Aoki S., Nakazawa T., Abe-Ouchi A., Saito F.

Oyabu I., Kawamura K., Kitamura K., Orsi A., Parrenin F.

Goto-Azuma K., Hirabayashi M., Motoyama H., Miyake T., Kuramoto T., Uemura R., Igarashi M., Iizuka Y., Sakurai T., Horikawa
S., Suzuki K., Suzuki T., Fujita K., Kondo Y., Hattori S., Fujii, Y.

Kinase T., Adachi K., Oshima N., Goto-Azuma K., Ogawa-Tsukagawa Y., Kondo Y., Moteki N., Ohata S., Mori T., Hayashi M., Hara
K., Kawashima H. ,Kita, K.

AGU Fall Meeting（国際学会）

The 10th Symposium on Polar Science（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

Accurate Chronology and Climatic Reconstruction around MIS 11 from Gas Measurements of the Dome Fuji Ice Core, Antarctica,

Penultimate glacial-interglacial transition from gas measurements of the Dome Fuji ice core, Antarctica

Reduced Marine Biogenic Sulphate Flux in East Antarctica during Glacial Periods - Based on Ion Chemistry Records from Dome
Fuji Ice Core

Concentrations and Size Distributions of Black Carbon in the Surface Snow of Eastern Antarctica in 2011

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題
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The 10th Symposium on Polar Science（国際学会）

The 10th Symposium on Polar Science（国際学会）

The 10th Symposium on Polar Science（国際学会）

Oyabu I., Kawamura K., Kitamura K., Orsi A., Parrenin F.

Fujita S., Goto-Azuma K., Hirabayashi M., Hori A., Iizuka Y., Motizuki Y., Motoyama H., Takahashi K, Enomoto H., Fukui K.,
Hoshina Y., Nakazawa F., Sugiyama S., Surdyk S.

Fujita S., Kawamura K., Gogineni P., Abe-Ouchi A., Braaten D., Gallet JC., Isaksson E., van Liefferinge B., Matsuoka K., O’
Neil C., Paden J., Rodriguez-Morales F., Taylor R A., Tsutaki S., Yan, JB., Goto-Azuma K., Greve R., Hudson S., Kohler J.,
Kolpuke S., Li L.

Kawamura K., Abe-Ouchi A., Aoki S., Fujita K., Fujita S., Fukui K., Furukawa T., Furusaki A., Goto-Azuma K., Higuchi K.,
Hirabayashi M., Hirasawa N., Hori A., Horiuchi K., Iizuka Y., Matoba S., Miyahara M., Motoyama H., Nakazawa F., Niwano M.,
Ohno H., Oyabu I., Saito F., Sugiyama S., Suzuki T., 他5名

The 10th Symposium on Polar Science（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Timing of climatic events for Termination II from O2/N2, δ18Oatm and CH4 records of the Dome Fuji ice core, Antarctica

Metamorphism of layered firn at Dome Fuji, Antarctica: Evolution f relations between Near-infrared reflectivity and the
other textural/chemical properties.

International studies of ice sheet and bedrock at Dome Fuji, East Antarctica

A paleo-environmental study in JARE Phase X - Deep ice coring in the Dome Fuji area for “Oldest Ice Core”-
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 ３．学会等名
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 ３．学会等名

The 10th Symposium on Polar Science（国際学会）

The 10th Symposium on Polar Science（国際学会）

The 10th Symposium on Polar Science（国際学会）

 ３．学会等名

Motoyama Hideaki, Kameda Takao, Hirasawa Naohiko

Hara K., Osada K., Yabuki M., Matoba S., Nakazawa F., Fujita S., Hirabayashi M., Yamanouchi T.

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Saito F., Tsutaki S., Abe-Ouchi A., Obase T., Fujita S., Kawamura K.

Tsutaki S., Motoyama H., Fujita S., Kawamura K., Abe-Ouchi A.

The 10th Symposium on Polar Science（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

Note on air temperature measurement by automatic weather stations in Antarctica

Atmospheric sea-salt and halogen chemistry in the Antarctic region

Sensitivity studies of the position and elevation of Dome Fuji, Antarctica using a high-resolution numerical ice-sheet model
with revising the bedrock topography data by JARE-59

Spatiotemporal variability of surface mass balance along the JARE traverse route for 1992-2018

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題
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 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
Forum for Research into Ice Shelf Processes (FRISP)（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

The 10th Symposium on Polar Science（国際学会）

Sugiura K., Hirasawa N., Kurita N., Kawamura K., Nakazawa F., Ohno H., Fujita S., Oyabu I., Yamanouchi T., Motoyama H.

Kanzawa Kayo, Miyake Fusa, Tada, Yuma, Horiuchi Kazuho, Ohtani Kou, Sasa Kimikazu, Motizuki Yuko, Takahashi Kazuya, Nakai
Yoichi, Motoyama Hideaki, Matsuzaki Hiroyuki

Motoyama Hideaki

Sugiyama S., Minowa　M., Aoki S.

The 8th East Asia Accelerator Mass Spectrometry Symposium（国際学会）

8th International Ice Drill Symposium（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

Fixed point observation for daily snow surface monitoring along a latitudinal transect from the coast to the inland of
Antarctica using camera images

Variation of cosmogenic 10Be for cosmic ray event in ~5480 BC from Antarctic Dome Fuji ice core

Drill system for the third deep ice coring project around Dome Fuji, Antarctica

Seasonal variations in temperature, salinity and current under the floating tongue of Langhovde Glacier in East Antarctica

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題
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 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本物理学会2019年秋季大会

雪氷研究大会，山形

雪氷研究大会，山形

菅澤佳世, 三宅芙沙, 多田悠馬, 堀内一穂, 大谷昴, 笹公和, 望月優子, 高橋和也, 中井陽一, 本山秀明, 松崎浩之

大藪幾美, 川村賢二, 北村享太郎

杉山慎, 箕輪昌紘

阿部彩子, 小長谷貴志, 齋藤冬樹, 川村賢二, 津滝俊, 藤田秀二, 本山秀明, 渡辺泰, Greve R., シェリフ多田野サム, 木野佳音, Chan
WL., 三ツ井孝仁

雪氷研究大会，山形

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

ドームふじアイスコア中10Beと36Cl濃度の測定によるBC5480年宇宙線イベントの調査

高精度ドームふじ氷床コア年代スケールの構築（0 _ 16.5 万年前）

南極ラングホブデ氷河の棚氷下における通年海洋観測

過去150 万年の氷期サイクル気候と古い南極氷探索のためのモデリング研究



2019年

2019年

2019年

2019年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

雪氷研究大会，山形

雪氷研究大会，山形

雪氷研究大会，山形

 ３．学会等名

川村賢二, 阿部彩子, 藤田秀二, 小長谷貴志, 齋藤冬樹, Greve R., 津滝俊, 中澤文男, 大藪幾美, 大野浩, 杉浦幸之助, 東久美子, 本山
秀明

津滝俊, 本山秀明, 阿部彩子, 藤田秀二, 川村賢二

 ２．発表標題

 ２．発表標題

阿部彩子, 小長谷貴志, 齋藤冬樹, 川村賢二, 津滝俊, 藤田秀二, 本山秀明, Greve R., 松岡健一

藤田秀二, 川村賢二, Gogineni P., 阿部彩子, Braaten D., Gallet JC., Isaksson E., van Liefferinge B., 松岡健一,他18名

雪氷研究大会，山形

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

氷床レーダー探査と浅層アイスコア, 氷床流動モデルに基づく南極ドームふじ近傍における「最古のアイスコア」掘削地点の検討

JARE 内陸ルートにおける1992－2018年の表面質量収支の時空間変動

過去150 万年の南極Old Ice 探索のためのモデリング研究

南極ドームふじ近傍における氷床と基盤に関する国際共同研究（JARE60）

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題
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 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
雪氷研究大会，山形

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

雪氷研究大会，山形

津滝俊, 小長谷貴志, 藤田秀二, 阿部彩子, 川村賢二, 松岡健一, 大野浩, 大藪幾美, 中澤文男, 杉浦幸之助

本山秀明、亀田貴雄、平沢尚彦

長谷川大輔, 飯塚芳徳, 鈴木利孝, 藤田秀二

中澤文男, 東久美子

雪氷研究大会，山形

雪氷研究大会，山形

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

JARE59 氷床レーダ探査による南極ドームふじ周辺の基盤地形

南極での無人気象観測による気温測定の注意

顕微ラマン分光法および走査型電子顕微鏡 -エネルギー分散型Ｘ線分析を用いた南極ドームふじアイスコアに含まれる微粒子の化学形態分
析

雪氷融解試料中の微生物固定を目的とした紫外線照射処理の検討

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題
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2019年
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 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

雪氷研究大会，山形

雪氷研究大会，山形

第16回南極設営シンポジウム

大野浩, 杉浦幸之助, 山口悟, 八久保晶弘, 藤田秀二, 中澤文男, 大藪幾美, 川村賢二

米倉綾香, 川村賢二, 大藪幾美, 北村享太郎, 尾形純, 平林幹啓, 福田かおり, 中澤文男, 大野浩, 杉浦幸之助, 藤田秀二, 東久美子, 本
山秀明

本山秀明, 佐々木貢, 小林正幸, 弥冨秀文, 平沢尚彦, 山田恭平, 川村賢二, 杉浦幸之助, 栗田直幸, 亀田貴雄

藤田秀二, 川村賢二, Gogineni P., 阿部彩子, Braaten D., Gallet JC., Isaksson E., van Liefferinge B., 松岡健一, 他18名

日本地球惑星科学連合2019年大会（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

JARE59 内陸トラバースルートにおける表面積雪SSA の広域観測

連続融解法によって得られたNDF 浅層コア中のメタン濃度

南極氷床上への無人気象観測装置AWS展開に伴う問題点と対応策

International studies of ice sheet and bedrock at Dome Fuji, East Antarctica
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 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本地球惑星科学連合2019年大会（国際学会）
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The Second Zunoujunkan Workshop -Cenozoic land-ocean linkages in Asia and the western Pacific and Indian Oceans:
relationship with global climate change-（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

南極ドームふじアイスコア中の5480 BCイベント周辺における宇宙線生成核種36Clフラックス

南極ドームふじアイスコアの10Be濃度単年分析による993/994年宇宙線イベントの検出
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研究集会「南極ドームふじ氷床深層アイスコアの解析による気候・環境変動の研究の新展開」
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